
6月28日、厚労省「外国人雇用対策の在り方に関する検討会」は、その「中間取りまとめ」を発表し
た。「エビデンスに基づく外国人雇用対策の立案と官民が連携した分野横断的な支援に向けて」と
の副題が付けられた報告書には、約半年間の検討結果として、「外国人雇用対策の在り方と方向
性」（総論）と「各課題とその対応に関する方向性」（各論）が示された。本特集では、「中間取りまと
め」で示されたこれらの論点の中から、特にその10日ほど前に開催された「第6回外国人雇用対策
の在り方に関する検討会（オンライン会議）」で各委員が指摘したポイント点などを踏まえ、アフター
コロナ後に急拡大が予想される国内の外国人雇用を見据えた、外国人雇用支援に関わる人材ビジ
ネス事業者等が今、共有しておきたいキーワードと好事例を整理してみた。

（伊藤秀範）
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